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2017 度から 2018 年度まで ,	K 大学の全学１年次必
修科目である保健体育科目受講生で ,	前後期ともに体




























1回の授業時間は 90分で ,	出欠の確認 ,	諸注意があり ,	
実技で実際に体を動かす時間は ,	準備運動と整理運動





スレ）,	フィットネス ,	ニュースポーツ ,	健康柔道 ,	卓
球 ,	テニス ,	バドミントン ,	バレーボール ,	野球＆ソフ






































F&レク ,	ニュースポーツ ,	F&アスレ ,	フィットネ































































れた。男子の長座体前屈は ,	前期 41.60± 12.31㎝から ,	
















	　F& レク選択者では前期 27.9 ± 7.54 回から ,	後
期 30.3 ± 7.63 回と ,	 記録の向上が見られた（t=-
2.696,df=10,p<.05）。サッカー＆フットサル選択者
では前期 29.5 ± 5.60 回から ,	 後期 31.7 ± 6.02 回
と ,	記録の向上が見られた（t=-3.154,df=24,p<.05）。
バドミントン選択者では前期 24.6 ± 6.39 回から ,	











測定項目 平均 S.D. 平均 S.D.
体格身長 170.58 6.38 → 170.51 6.51
体重 61.08 11.80 → 60.09 10.61
BMI 20.96 3.58 → 20.62 3.19
体力テスト
握力 36.52 7.05 → 36.39 7.21
上体起こし 27.41 6.51 → 28.90 6.46
長座体前屈 41.60 12.31 → 43.18 11.98 p<0.05
反復横跳び 52.84 6.80 → 53.57 6.89
20mシャトルラン 67.81 21.90 → 68.23 22.57
50m走 7.52 0.60 → 7.47 0.67
立ち幅跳び 215.00 26.53 → 216.05 25.55





差平均値 S.D. 平均値 S.D.
Ｆ＆アスレ 64.3 15.10 → 60.8 16.71
Ｆ＆レク 65.1 16.63 → 66.5 16.34
健康柔道 60.0 12.27 → 68.0 18.00
サッカー＆フットサル 79.4 19.45 → 82.1 20.85
集中 57.1 26.77 → 57.4 23.99
卓球 63.8 18.86 → 62.3 19.17
テニス 66.5 20.83 → 61.6 24.91
ニュースポーツ 58.2 14.97 → 62.1 19.23
バスケットボール 65.0 19.80 → 76.5 6.36
バドミントン 62.7 21.26 → 66.4 21.95
バレーボール 91.8 22.26 → 98.4 19.03
フィットネス 61.7 37.07 → 65.3 24.95
野球＆ソフトボール 79.4 22.99 → 75.8 22.64
表４-７ 立ち幅跳びの変化
前期 後期 有意
差平均値 S.D. 平均値 S.D.
Ｆ＆アスレ 199.0 45.12 → 206.0 20.83
Ｆ＆レク 204.8 36.14 → 211.4 36.06
健康柔道 203.3 22.23 → 219.8 35.78
サッカー＆フットサル 221.8 14.55 → 223.0 23.00
集中 215.1 25.67 → 212.2 22.28
卓球 214.6 22.83 → 210.3 20.38
テニス 204.9 25.35 → 203.8 30.87
ニュースポーツ 201.1 23.87 → 207.5 26.31
バスケットボール 247.5 3.54 → 230.0 14.14
バドミントン 218.3 32.01 → 219.9 27.43
バレーボール 234.0 15.17 → 247.0 14.11
フィットネス 213.3 7.64 → 216.7 5.77
野球＆ソフトボール 227.3 25.84 → 228.7 15.34
期 43.2 ± 10.83㎝から ,	 後期 49.8 ± 10.47㎝と ,	 有
意な向上が見られた（t=-3.505,df=24,p<.05）。バ
レーボール選択者では ,	前期 48.4 ± 13.39㎝から ,	
























	　F&レク選択者の平均値は ,	前期 20.3 ± 5.31m か
ら後期 21.8 ± 5.12 ｍと有意な記録の向上が見られ
た（t=-2.232,df=10,p<.05）。サッカー & フットサ
ル選択者の平均値は ,	前期 23.8 ± 4.36m から後期
25.7 ± 6.03 ｍと有意な記録の向上が見られた（t=-
2.466,df=24,p<.05）。テニス選択者の平均値は ,	前期
19.6 ± 5.55m から後期 21.9 ± 5.77 ｍと有意な記録
表４-１ 握力の変化
前期 後期 有意
差平均値 S.D. 平均値 S.D.
Ｆ＆アスレ 36.8 5.67 → 36.3 5.80
Ｆ＆レク 34.1 5.88 → 35.3 8.07
健康柔道 37.8 7.10 → 37.2 8.81
サッカー＆フットサル 38.4 6.92 → 38.0 6.76
集中 37.0 9.36 → 36.9 7.85
卓球 36.1 6.50 → 35.0 6.24
テニス 33.9 8.22 → 33.4 7.61
ニュースポーツ 31.8 5.86 → 30.8 6.18
バスケットボール 39.8 6.01 → 40.8 3.89
バドミントン 36.3 5.34 → 37.6 6.59
バレーボール 35.5 6.02 → 36.4 6.01
フィットネス 40.7 6.43 → 40.8 6.21
野球＆ソフトボール 40.3 6.33 → 40.5 7.55
表４-２ 上体起こしの変化
前期 後期 有意
差平均値 S.D. 平均値 S.D.
Ｆ＆アスレ 30.8 5.46 33.3 5.82
Ｆ＆レク 27.9 7.54 → 30.3 7.63 p<.05
健康柔道 37.8 7.10 → 37.2 8.81
サッカー＆フットサル 29.5 5.60 → 31.7 6.02 p<.05
集中 24.3 5.28 → 25.7 4.36
卓球 27.3 5.89 → 27.4 6.63
テニス 23.6 4.90 → 24.5 4.19
ニュースポーツ 29.4 7.34 → 30.9 8.74
バスケットボール 26.0 0.00 → 30.0 2.83
バドミントン 24.6 6.39 → 27.3 6.19 p<.05
バレーボール 37.8 7.53 → 36.2 3.03
フィットネス 29.7 2.31 → 31.0 2.00
野球＆ソフトボール 29.5 6.34 → 30.9 5.26
表４-３ 長座体前屈の変化
前期 後期 有意
差平均値 S.D. 平均値 S.D.
Ｆ＆アスレ 23.8 15.88 → 35.7 13.22
Ｆ＆レク 42.6 11.81 → 43.3 11.28
健康柔道 41.8 11.18 → 43.0 14.07
サッカー＆フットサル 43.2 10.83 → 49.8 10.47 p<.05
集中 39.4 11.05 → 40.1 12.08
卓球 41.4 11.37 → 41.5 12.55
テニス 42.3 14.09 → 39.1 10.34
ニュースポーツ 40.3 11.32 → 36.4 7.97
バスケットボール 52.5 6.36 → 55.5 7.78
バドミントン 40.6 11.85 → 43.4 12.12
バレーボール 48.4 13.39 → 53.8 11.65 p<.05
フィットネス 48.3 15.95 → 57.0 10.58
野球＆ソフトボール 43.8 12.12 → 43.4 10.89
表４-４ 反復横跳びの変化
前期 後期 有意
差平均値 S.D. 平均値 S.D.
Ｆ＆アスレ 57.0 7.62 → 55.8 6.74
Ｆ＆レク 52.1 9.01 → 52.6 8.82
健康柔道 52.0 7.62 → 54.0 9.83
サッカー＆フットサル 54.4 6.52 → 56.2 7.12
集中 52.5 6.91 → 53.4 5.05
卓球 52.0 7.21 → 52.6 6.35
テニス 50.3 5.89 → 50.8 6.54
ニュースポーツ 52.1 6.62 → 50.3 6.24
バスケットボール 59.0 0.00 → 60.0 4.24
バドミントン 50.9 5.40 → 51.5 7.55
バレーボール 55.8 8.58 → 60.0 5.96
フィットネス 56.0 2.65 → 53.7 1.53








































差平均値 S.D. 平均値 S.D.
Ｆ＆アスレ 64.3 15.10 → 60.8 16.71
Ｆ＆レク 65.1 16.63 → 66.5 16.34
健康柔道 60.0 12.27 → 68.0 18.00
サッカー＆フットサル 79.4 19.45 → 82.1 20.85
集中 57.1 26.77 → 57.4 23.99
卓球 63.8 18.86 → 62.3 19.17
テニス 66.5 20.83 → 61.6 24.91
ニュースポーツ 58.2 14.97 → 62.1 19.23
バスケットボール 65.0 19.80 → 76.5 6.36
バドミントン 62.7 21.26 → 66.4 21.95
バレーボール 91.8 22.26 → 98.4 19.03
フィットネス 61.7 37.07 → 65.3 24.95
野球＆ソフトボール 79.4 22.99 → 75.8 22.64
表４-６ 50ｍ走の変化
前期 後期 有意
差平均値 S.D. 平均値 S.D.
Ｆ＆アスレ 7.45 0.493 → 7.37 0.294
Ｆ＆レク 7.81 0.622 → 7.65 0.599
健康柔道 7.73 0.411 → 7.53 0.660
サッカー＆フットサル 7.21 0.486 → 7.17 0.437
集中 7.67 0.630 → 7.63 0.706
卓球 7.58 0.475 → 7.73 0.914
テニス 7.94 0.654 → 7.71 0.576 p<.05
ニュースポーツ 7.71 0.671 → 7.54 0.698
バスケットボール 7.25 0.212 → 7.30 0.141
バドミントン 7.52 0.578 → 7.45 0.763
バレーボール 6.96 0.416 → 7.06 0.518
フィットネス 7.63 0.153 → 7.47 0.058
野球＆ソフトボール 7.12 0.485 → 7.13 0.418
表４-７ 立ち幅跳びの変化
前期 後期 有意
差平均値 S.D. 平均値 S.D.
Ｆ＆アスレ 199.0 45.12 → 206.0 20.83
Ｆ＆レク 204.8 36.14 → 211.4 36.06
健康柔道 203.3 22.23 → 219.8 35.78
サッカー＆フットサル 221.8 14.55 → 223.0 23.00
集中 215.1 25.67 → 212.2 22.28
卓球 214.6 22.83 → 210.3 20.38
テニス 204.9 25.35 → 203.8 30.87
ニュースポーツ 201.1 23.87 → 207.5 26.31
バスケットボール 247.5 3.54 → 230.0 14.14
バドミントン 218.3 32.01 → 219.9 27.43
バレーボール 234.0 15.17 → 247.0 14.11
フィットネス 213.3 7.64 → 216.7 5.77
野球＆ソフトボール 227.3 25.84 → 228.7 15.34
表４-８ ハンドボール投げ
前期 後期 有意
差平均値 S.D. 平均値 S.D.
Ｆ＆アスレ 22.8 4.75 → 23.0 6.16
Ｆ＆レク 20.3 5.31 → 21.8 5.12 p<.05
健康柔道 19.8 8.96 → 21.0 8.76
サッカー＆フットサル 23.8 4.36 → 25.7 6.03 p<.05
集中 21.1 6.02 → 20.4 7.26
卓球 21.3 5.26 → 20.2 4.41
テニス 19.6 5.55 → 21.9 5.77 p<.05
ニュースポーツ 17.1 5.76 → 18.2 4.89
バスケットボール 25.0 0.00 → 28.5 4.95
バドミントン 22.5 4.23 → 21.7 5.72
バレーボール 27.0 7.42 → 26.0 6.20
フィットネス 22.7 2.31 → 24.3 3.79









































































一方 ,	池田らは 30 時間の体育実技によって ,	受講生
の体力の向上があったとしている（池田ら ,	1998 年）。
また ,	竹内らは週 1回 75 分 ,	前後期 24 回の正課体育
実技が学生の体力の向上に影響しているとしている
（竹内ら ,	1993）。　













































１	）上体起こし ,	長座体前屈 ,	50m 走 ,	ハンドボール
投げにおいて ,	有意に体力の向上が見られたスポー
ツ種目があった。
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